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シラスドリーネと灰土が分布する熊本地域での調査事例 

株式会社アバンス  〇宮﨑 康平，山下 隆之 

 

1. はじめに 

シラスドリーネとは、地中のシラスが地下水による浸

食により形成された、すり鉢状の陥没地形（凹地）のこ

とである。鹿児島県のシラス台地によるものが有名であ

る。熊本地域では、阿蘇カルデラ西麓に発達する火砕流

台地において、最上部の阿蘇 4 火砕流堆積物の非溶結部

（砂～シルト）の土性がシラスと類似することから、同

様なシラスドリーネの存在が確認されている。「古閑ほ

か,2002」1)の報告により、熊本地域の凹地（含シラスド

リーネ）・浸食谷の分布が明らかになっている。 

また、阿蘇 4 非溶結部の細粒土は「灰土」と呼ばれて

おり、練り返しによる泥濘化により重機の走行を困難に

させる特殊な工学的特性を持つことから「特殊土」に分

類されている 2)。 

本報告では、シラスドリーネと思われる凹地形（写真

-1）の近傍で実施したボーリング調査の結果を報告する。

また、調査で確認された赤ぼくと灰土について、室内土

質試験結果を整理する。 

 

写真-1 調査地の凹地形 

 

図-1 調査地の陰影起伏図3) 

 

2. シラスドリーネの成因 

シラスドリーネの成因については、①地中の土質と地 

下水流動に起因するもの、②断層など地質構造に起因す

るものの２つに大別されている（図-2）。 

 

図-2 シラスドリーネの形成モデル図（成因①）1) 

3. ボーリング調査結果 

 調査で得られたボーリングコアの状況と N 値の結果を

図-2 に整理する。ボーリングの結果、上位より黒ぼく、

赤ぼく、阿蘇 4 非溶結部の粘性土（灰土）、阿蘇 4 非溶結

部の砂質土、阿蘇 4/3 間堆積物、阿蘇 3 火砕流堆積物の

分布が確認された。 

特に、灰土の GL-15m 以深は N=0（モンケン自沈・ロッ

ド自沈）と非常に軟弱であることが分かった。また、孔

内自然水位は阿蘇 4 非溶結部の砂質土層中に確認された。 

 

図-3 調査地のコア状況とＮ値（GL-30mまでを示す） 
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図-4 に調査地の想定地質断面図を示す。調査地の地

層は西（ボーリング①→③の方向）に向かって、緩く傾

斜していることが確認された。陥没地形の前後 200m 範

囲でもボーリング①と③を実施したが、N=0 の軟弱な

A4c 層を確認したのは、ボーリング②孔のみであった。 

 

図-4 調査地の想定地質断面図 

 

４. 室内土質試験の結果 

 図-5に土性図、以下に室内土質試験結果を整理する。 

【粒度分布】 

 赤ぼく、灰土ともに細粒分を50～60.5%程度含むが、粗

粒分も33.9～50.0%と多く含んでいる。 

【自然含水比】 

 灰土の自然含水比は45.3～51.6%を示し、赤ぼく

（127.2%）よりも小さい特徴を示している。 

【コンシステンシー】 

 灰土の液性限界は44.8～51.0%と自然含水比に近く、

IL>0.8となり、軟弱で不安定な状態の土といえる。また、

深 度 9 ～ 10m （ Wn=47.1%,WL=51.0% ）、 深 度 13 ～ 14m

（Wn=45.3%,WL=44.8%）、深度10～18m（Wn=51.6%,WL=47.5%）

と、深度方向に液性限界よりも自然含水比の方が高い傾

向にある。一方で、調査地の赤ぼくは IL＝0.5～0.8とな

り、灰土に比べると安定した土である。 

【湿潤密度】 

 灰土の湿潤密度は1.714～1.766（g/cm3）と大きく、赤

ぼくは1.368 （g/cm3）と灰土に比べて小さい傾向がある。 

【間隙比】 

 灰土の間隙比は1.261～1.434と、赤ぼくの3.398よりも

低い傾向にある。また、灰土の中では N=0の軟弱部の間

隙比が高い傾向にある。 

【圧密降伏応力】 

 赤ぼくや灰土上部は、過圧密比 OCR>1となり、過圧密

粘土に分類される。灰土下部の N=0の軟弱部では Pcが P0

よりも小さく、未圧密粘土であることがわかった。 

【せん断強度】 

 灰土の粘着力は26.9～39.3kN/m2を示し、赤ぼく17.0 

(kN/m2）の2倍程度の値を示した。また、灰土の粘着力は

深度方向への強度増加は見られない。 

 以上より、灰土下部の N=0の軟弱部では灰土上部と比べ

て物性値（自然含水比、コンシステンシー、間隙比、圧

密降伏応力）がわずかに異なることがわかった。風化や

浸食の影響を受けていることが考えられる。 

 

図-5 調査地の土性図 

５. まとめ 

本報告をまとめると以下の通りである。 

 

・シラスドリーネが分布する熊本地域において、凹地形 

の傍でボーリング調査を実施した。 

・ボーリング調査により、上位より黒ぼく、赤ぼく、阿 

蘇 4 非溶結部の粘性土（灰土）、阿蘇 4 非溶結部の砂質 

土、阿蘇 4/3 間堆積物、阿蘇 3 火砕流堆積物の分布が

確認された。 

・灰土の中でも、GL-15m 以深の下部層は N=0（モンケン 

自沈・ロッド自沈）と非常に軟弱であった。 

・調査地の地層構造は図-1 に示すシラスドリーネの形成 

モデル（成因①）に類似している。 

・室内土質試験の結果、灰土下部層（N=0 の軟弱部）は 

物性値（自然含水比、コンシステンシー、間隙比、圧 

密降伏応力）がわずかに異なり、未圧密状態であった。 

 

以上のことから、ボーリング地点は地中の土質と地下

水流動に起因するシラスドリーネであると推察した。特

に灰土の下部層では地下水の流れによる浸食等が影響し

ていると考えらる。また、N=0 と特に軟弱であることや、

物性値や圧密特性の違いが確認された。 
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